
地球環境を守るため再生紙を使っています。

12
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
前
橋
市
議
会
第
四
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
林
久
子
・
近
藤
好
枝
・
長
谷
川
薫
議
員
が
本
会
議
総
括
質

問
。
中
道
浪
子
議
員
が
本
会
議
で
議
案
と
請
願
の
賛
成
討
論
を
行
い
、

笠
原
寅
一
議
員
が
意
見
書
起
草
委
員
と
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

日本共産党 

発行・日本共産党  前橋市議会議員団 
0371-8601  前橋市大手町2-11-1 
前橋市議会内　日本共産党控室 
1027（224）1111　内線2341

前橋市下小出町2-16-7 日本共産党前橋地区委員会気付 
1027-232-1561　FAX. 027-232-1569

URL http://www.jcp-maebashi.gr.jp/

2011.1.16������

日本共産党 日本共産党 無料法律・生活相談
毎週金曜日10～12時
市議団控室　予約を

中 道 浪 子（261）4355

笠 原 寅 一（263）0688

長谷川　薫（234）5326

小 林 久 子（283）6756

近 藤 好 枝（283）8123
小林久子議員 中道浪子議員近藤好枝議員 長谷川薫議員 笠原寅一議員

市民要求の実現めざし奮闘します

※ご意見、ご要望をお寄せ下さい。

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
の
中

で
、
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧

困
状
態
に
あ
り
、
給
食
費
の
未
納

原
因
も
「
保
護
者
の
経
済
的
な
理

由
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
給
食
費
の
未
納
を
減
ら
す

た
め
、
現
金
集
金
に
切
り
替
え
る

学
校
が
増
え
、
本
市
は
72
校
中
37

校
が
保
護
者
な
ど
に
よ
る
現
金
集

金
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
局
は

「
未
納
者
数
は
減
少
し
た
」
と
い

い
ま
す
が
、
未
納
者
が
わ
か
っ
て

し
ま
う
た
め
、
子
ど
も
の
心
を
傷

つ
け
る
な
ど
見
過
ご
せ
な
い
事
態

も
起
き
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
給
食
費
無
料
化
に
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
南
牧
村
が
昨
年
４

月
か
ら
子
ど
も
は
村
の
宝
と
位
置

づ
け
、
給
食
費
と
保
育
料
を
無
料

に
し
て
村
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
神
流
町
や
上
野
村
も
実
施
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
第
２
子
、
第

３
子
か
ら
無
料
に
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

小
林
久
子
議
員
は
「
子
ど
も
た

ち
の
孤
食
や
朝
食
抜
き
な
ど
の
食

生
活
の
乱
れ
が
問
題
に
な
り
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
指
導
が
で
き

る
学
校
給
食
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
本
市
の
給
食
費
無
料

化
の
財
源
は
約
14
億
円
で
す
が
、

県
と
協
力
し
て
負
担
を
す
れ
ば
費

用
は
半
分
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
父
母
負
担
の
軽
減
や
子

育
て
支
援
と
し
て
給
食
費
の
無
料

化
を
実
施
す
べ
き
」
と
質
問
し
ま

し
た
。
当
局
は
「
本
市
独
自
で
は

難
し
い
」
と
消
極
的
な
答
弁
で
し

た
。ま

た
「
小
中
学
校
給
食
費
の
無

料
化
を
求
め
る
請
願
」
が
新
日
本

婦
人
の
会
前
橋
支
部
（
笠
原
浪
子

支
部
長
）
か
ら
提
出
さ
れ
、
党
市

議
団
は
紹
介
議
員
と
な
り
、
教
育

福
祉
常
任
委
員
会
・
本
会
議
で
採

択
を
求
め
ま
し
た
が
、
他
会
派
は

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

子どもや高齢者にやさしい市政を
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

解体が行なわれている旧麻屋百貨店

「
前
橋
に
平
和
資
料
館
設
立

を
め
ざ
す
会（
岩
根
承
成
代
表
）」

か
ら
４
７
０
余
名
の
署
名
を
添

え
て
「
国
登
録
の
有
形
文
化
財

（
所
有
者
が
解
体
届
書
提
出
）

で
前
橋
空
襲
で
も
焼
失
を
免
れ

た
戦
争
遺
跡
の
旧
麻
屋
百
貨
店

（
千
代
田
町
）
を
保
存
し
、
平
和

資
料
館
や
民
俗
資
料
館
な
ど
に

活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
議

会
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
市
は
、
議
会
開
会

日
翌
日
の
12
月
２
日
に
、
建

物
の
解
体
除
却
を
条
件
に
麻
屋

の
跡
地
を
購
入
す
る
売
買
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
以
外
の
会
派

は
、「
す
で
に
契
約
が
締
結
さ

れ
た
の
で
請
願
事
由
が
消
滅
し

た
」と
主
張
し
、委
員
会
に
付
託

し
て
審
査
す
る
こ
と
に
反
対
。

本
会
議
で
の
請
願
審
査
で

も
、
日
本
共
産
党
と
一
人
会
派

の
市
民
の
会
以
外
の
会
派
は
不

採
択
を
主
張
し
、
保
存
を
願
う

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
群

馬
支
部
の
は
と
・
き
り
の
こ
・

あ
ゆ
み
保
育
園
分
会
か
ら
「
保

育
所
の
給
食
を
外
部
で
調
理
し

て
搬
入
し
な
い
で
こ
れ
ま
で
ど

お
り
保
育
園
内
の
調
理
を
維
持

し
て
欲
し
い
」「
調
理
室
の
整
備

補
助
の
拡
充
や
ア
レ
ル
ギ
ー
除

去
食
を
作
る
専
任
調
理
師
の
配

置
と
そ
の
人
件
費
を
助
成
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
旨
の
請
願
が

市
民
の
要
望
に
背
を
向
け
ま
し

た
。党

市
議
団
は
「
建
物
所
有
者

は
市
に
保
存
し
て
欲
し
い
と
願

っ
て
い
た
。
契
約
締
結
は
苦
渋

の
選
択
。
建
物
が
存
在
し
て
い

る
限
り
、
門
前
払
い
せ
ず
請
願

趣
旨
に
添
っ
て
、
て
い
ね
い
に

審
査
す
べ
き
。
契
約
は
当
事
者

双
方
が
合
意
す
れ
ば
変
更
も
可

能
」
と
主
張
し
、
旧
麻
屋
保
存

の
請
願
採
択
に
全
力
を
あ
げ
ま

し
た
。

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
福
祉

常
任
委
員
会
で
近
藤
好
枝
議

員
・
本
会
議
で
中
道
浪
子
議
員

が
「
保
育
所
の
給
食
は
食
育
の

基
本
。
施
設
内
調
理
を
維
持
す

る
こ
と
は
当
然
」
と
賛
成
討
論

を
行
な
い
ま
し
た
。
他
の
会
派

は
「
外
部
の
調
理
も
問
題
な
し
」

「
除
去
食
を
作
る
た
め
の
新
た
な

助
成
は
不
要
」
と
反
対
討
論
を

行
な
い
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

第四回
前橋市議会
報告

市民の請願採択に全力！

学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
を

近
藤
好
枝
議
員
は
、
特
養
ホ
ー

ム
に
申
し
込
ん
で
も
い
つ
入
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
深
刻
な
実

態
を
告
発
し
、
施
設
の
増
設
を
迫

り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
一
年
間
で
１
１
０

人
も
入
所
希
望
者
が
増
え
、
待
機

者
は
１
４
７
２
人
（
５
月
１
日
現

在
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
一
方
で
、

市
の
増
床
計
画
は
３
年
間
で
わ
ず

か
１
８
０
床
。
圧
倒
的
に
施
設
が

不
足
し
、
待
機
者
は
増
え
る
ば
か

り
で
す
。

「
国
が
特
養
ベ
ッ
ド
数
の
総
量

規
制
を
撤
廃
し
た
。
次
期
計
画

（
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
４
年
）

で
対
応
す
る
と
後
回
し
せ
ず
、
市

は
、
全
て
の
待
機
者
の
早
期
入
所

の
願
い
に
応
え
る
べ
き
」「
特
養

建
設
予
算
と
介
護
報
酬
の
国
負
担

市内の70歳以上の高齢者は57,158人、６割以上が本人
市民税非課税の低所得者で、病院への受診を我慢してい
る高齢者が増えています。
近藤好枝議員は、「70歳以上の医療費無料化の創設」を

求めました。市は全国に先駆けて子どもの医療費無料化
を中学まで拡大してきました。この時も財政負担が重い
が子育て支援策として決断し、県を動かし全県の施策に
なったと強調。「たとえば、入院費自己負担分から段階的
に無料で実施も検討を」と求めました。当局は「財政が
厳しいので難しい」という答弁を繰り返しました。

70
歳
以
上
の
医
療
費
無
料
化
を

前橋市 特養 新増設計画
 開設年度 施　　設　　名 
2010年度 あゆみの里・柏倉　　　　　（増床） 10床 
2011年度 あゆみの里・柏倉　　　　　（増床） 10床 
 サンライフ問屋町　　　　　（新設） 70床 
 サンホーム富士見　　　　　（増床） 20床 
2012年度 （社福）高崎福祉倶楽部・南町（新設） 70床 
 　　　　　　　　　　　　　　合計 180床 
特養入所待機者（2010年５月１日現在）  1472人 

保
育
所
給
食
の
外
部
搬
入
に
反
対

旧
麻
屋
百
貨
店
の
保
存
を

割
合
の
大
幅
増
額
を

国
に
要
求
す
べ
き
」

と
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、当
局
は

「
次
期
計
画
策
定
時

で
あ
る
来
年
度
に
検

討
す
る
」
と
従
来
通

り
の
消
極
的
答
弁
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

前
橋
市
の
特
養
ホ
ー
ム

の
新
増
設
計
画



中
道
浪
子
議
員
は
、
市
議
団
を

代
表
し
て
、
本
議
会
に
上
程
さ
れ

た
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
、

小
・
中
学
校
な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
賛
成
討
論
を
行
な

い
ま
し
た
。

本
市
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

猛
暑
対
策
と
し
て
、
党
市
議
団
が

要
求
し
て
き
た
エ
ア
コ
ン
設
置
を

「
毎
日
出
る
ご
み
を
集
積
場
所

ま
で
持
っ
て
い
け
な
い
、
な
ん
と

か
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
高
齢
者

の
切
実
な
願
い
が
実
現
し
ま
す
。

党
市
議
団
は
、
東
京
都
日
野
市

な
ど
の
例
を
取
り
上
げ
繰
り
返

し
、
戸
別
収
集
を
市
長
に
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

市
は
こ
れ
に
応
え
て
、「
四
月

か
ら
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る

ご
み
の
戸
別
収
集
を
実
施
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
が
週

一
回
生
ご
み
・
ビ
ン
・
缶
な
ど
を

分
別
し
て
自
宅
の
前
に
置
け
ば
、

市
が
戸
別
に
回
収
し
ま
す
。

今
年
の
夏
ま
で
に
、
小
・
中
学
校
、

お
よ
び
幼
稚
園
の
１
１
６
２
全
普

通
教
室
に
設
置
を
決
断
。
今
議
会

で
13
億
２
６
０
０
万
円
の
補
正
予

算
を
組
ん
だ
こ
と
を
評
価
。

「
今
後
も
猛
暑
は
避
け
ら
れ
な

い
気
象
状
況
で
、
時
期
を
得
た
施

策
の
実
施
。
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

は
、
大
手
企
業
に
一
括
発
注
す
る

の
で
は
な
く
、
分
離
分
割
発
注
に

よ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
内

中
小
業
者
に
直
接
仕
事
を
出
し
、

地
元
経
済
を
温
め
、
市
内
中
小
電

気
工
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
に
結

び
つ
け
る
べ
き
」
と
提
起
し
、
補

正
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

長
谷
川
薫
議
員
は
「
不
況
で
仕

事
が
激
減
し
て
い
る
建
設
関
連
業

者
の
仕
事
お
こ
し
に
大
き
な
効
果

を
生
み
出
す
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
を
創
設
す
べ
き
」
と
提
言
。

す
で
に
制
度
化
し
て
い
る
秋
田
県

や
山
形
県
（
新
年
度
実
施
）、
そ
し

て
全
国
の
１
７
５
自
治
体
、
県
内

の
明
和
町
・
中
之
条
町
・
東
吾
妻

町
の
先
進
事
例
を
示
し
て
、
本
市

で
の
制
度
化
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

同
議
員
は
「
今
年
度
か
ら
制
度

を
開
始
し
た
岩
手
県
宮
古
市
は
、

市
民
が
行
な
う
総
工
事
費
20
万
円

以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
一
律

10
万
円
を
助
成
。
当
初
予
算
は
５

千
万
円
で
し
た
が
申
し
込
み
が
殺

到
し
た
た
め
に
、
３
億
円
を
追
加

補
正
し
て
対
応
し
て
い
る
。
畳
替

え
・
屋
根
塗
装
・
ト
イ
レ
改
修
な

ど
の
発
注
が
相
次
ぎ
地
元
業
者
は

う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
。

業
者
へ
の
発
注
額
は
市
の
補
助
額

の
約
10
倍
を
越
し
て
い
る
。
経
済

波
及
効
果
抜
群
の
補
助
事
業
と
な

っ
て
い
る
」
と
紹
介
。

市
当
局
は
「
動
向
を
見
守
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

小
林
久
子
議
員
は
、「
異
常
な

夏
の
猛
暑
で
、
県
の
奨
励
品
種
で

あ
る
ゴ
ロ
ピ
カ
リ
が
す
べ
て
規
格

外
米
に
な
り
、
本
市
試
算
で
は
被

害
が
約
４
億
円
に
も
及
び
、
コ
メ

農
家
の
救
済
と
米
の
販
路
拡
大
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
」
と
質
問
。

「
県
と
市
は
『
農
漁
業
災
害
特

別
措
置
条
例
』
で
種
代
や
肥
料
代

な
ど
の
支
援
を
行
な
う
が
『
こ
の

ま
ま
で
は
コ
メ
を
作
り
続
け
ら
れ

な
い
』
と
農
家
は
悲
鳴
を
上
げ
て

お
り
、
こ
れ
で
は
不
十
分
。
ま
た

今
回
、
等
級
を
つ
け
ら
れ
な
い
規

格
外
米
が
大
量
に
出
て
い
な
が

ら
、
品
質
低
下
を
対
象
と
す
る
共

済
加
入
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

農
業
共
済
で
救
済
さ
れ
な
い
こ
と

は
問
題
」
と
指
摘
。

さ
ら
に
、
同
議
員
は
「『
品
質

低
下
も
共
済
適
用
に
し
て
、
農
家

を
救
済
せ
よ
』
と
党
市
議
団
は
農

水
省
に
要
請
し
た
。
こ
れ
ら
を
受

け
て
、
国
は
特
例
で
共
済
の
運
用

を
決
定
し
た
」
と
市
当
局
に
伝
え
、

「
来
年
の
作
付
け
指
導
や
規
格
外

米
の
販
路
拡
大
な
ど
、
農
家
へ
の

更
な
る
支
援
強
化
す
べ
き
」
と
求

め
ま
し
た
。
当
局
は
「
指
摘
ど
お

り
努
力
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
内
電
気
工
事
業
者
に

分
割
発
注
を

高
齢
者
ご
み
戸
別
収
集
が
ス
タ
ー
ト

い
ま
車
の
運
転
が
で
き
ず
足
腰

が
弱
っ
て
日
常
の
買
物
に
不
自
由

し
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
や
サ
テ

ィ
な
ど
大
型
店
の
撤
退
で
郊
外
だ

け
で
は
な
く
中
心
部
で
も
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
薫
議
員
は
「
国
も
買
物

弱
者
支
援
の
補
助
制
度
を
創
設
し

て
い
る
。
市
民
や
事
業
者
な
ど
が

参
加
す
る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
実
態
調
査
と
宅
配
・
移
動
販

売
・
送
迎
・
店
舗
誘
致
な
ど
の
支

援
策
を
早
急
に
具
体
化
す
べ
き
」

と
求
め
ま
し
た
。

当
局
は
「
支
援
策
を
検
討
し
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

買
物
難
民
へ
の
支
援
策
を

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

民
主
党
内
閣
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
交

渉
へ
の
参
加
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
前
橋

か
ら
も
市
議
会
に
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に

関
す
る
請
願
書
」
が
12

月
10
日
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

党
市
議
団
は
、
農
家

の
願
い
に
応
え
て
「
日

本
農
業
と
地
域
経
済
に

深
刻
な
打
撃
と
な
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
を
行
な

わ
な
い
よ
う
求
め
る
意

見
書
」
を
議
会
に
提
出

し
て
他
会
派
に
働
き
か

け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
真
政
会

（
布
施
川
富
雄
幹
事
長
）

が
提
出
し
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
対
応
に
関
す
る
意

見
書
」
は
「
国
際
貿
易

交
渉
に
当
た
っ
て
は
各

分
野
に
お
い
て
適
切
な

国
内
対
策
を
先
行
的
に

実
施
す
る
」
と
記
述
し
、

事
実
上
参
加
を
容
認
す

る
内
容
で
し
た
。

こ
の
真
政
会
の
意
見

書
に
、
日
本
共
産
党
以

外
の
全
て
の
会
派
が
賛

成
し
採
択
し
ま
し
た
。

こ
の
態
度
を
み
て
も

わ
か
る
よ
う
に
、
農

家
・
国
民
の
利
益
を
守

る
立
場
に
ど
の
党
・
ど

の
会
派
が
立
っ
て
い
る

か
は
明
ら
か
で
す
。

参
加
前
提
の
意
見
書
採
択
は
問
題

農
家
・
Ｊ
Ａ
等
の
反
対
の
声
を

無
視
し
た
他
会
派

高齢者の生活支援策の充実を 小中全教室へのエアコン設置実現 小中全教室へのエアコン設置実現 

コ
メ
の
品
質
低
下
で
苦
し
む

農
家
へ
の
支
援
が
実
現

市内で行われたＴＰＰ反対のトラックデモ（12月21日）

農業・地域経済に深刻な打撃をあたえる

ＴＰＰ加盟交渉


